
【参考】

TR工程の計算について（κ（カッパ）係数についての解説）

○

○

　「都市部官民境界基本調査積算基準（案）」（以下「積算基準」という。）の第２の２（２）作業条件の
変化に対する適用上の考え方における復元測量（ＴＲ工程）にて乗じるとされている「κ（カッパ）係
数」について解説します。

　各工程事業費は、積算基準の第２の２（２）作業条件の変化に対する適用上の考え方に基づき、調
査地域の傾斜度、一筆平均面積などの諸条件から設定される係数をもとに算定します。

　復元測量（ＴＲ工程）の事業費は、現地復元を実施する場合には、「逆打計算」及び「復元杭設置」
に係る工程について、実施面積にκ係数等を乗じて得られる変化率を加味して算定します。
　仮に、調査区域の地域区分が「大市街地Ⅰ」に該当するとした場合は、κ係数は0.8となります。

《積算基準４ページ》

《積算基準３ページ》

《積算基準９ページ》



○

○結果、κ係数を考慮したTR工程（「標準＋現地復元」）における数量は次のようになります。

実施面積 0.35 km2　の場合

注１

注２ ：TR工程は、κ係数以外にも地域区分「θ（テータ）係数」による補正を考慮することとなります。

計 12.6 12.6 12.6 9.1

：κ係数が関わるのは「現地復元」を実施する場合であり、積算基準の作業歩掛表の「標準+現地復元」
　又は「全筆実施＋全筆現地復元」を適用する時だけです。
　（「標準」又は「全筆実施」の場合は関係ありません。）

計 3.6 3.6 3.6 2.6

測量技師 測量技師補 測量助手 普通作業員

逆 打 計 算 0.8 0.8 0.8

復 元杭 設置 0.8 0.8 0.8 1.6

図 上街 区点 1.0 1.0 1.0 1.0

変 換 計 算 1.0 1.0 1.0

「大市街地Ⅰ」の場合κ係数
は0.8なので、

測量技師 測量技師補 測量助手 普通作業員

　「標準＋現地復元」の場合のＴＲ工程の作業歩掛は下表のとおりとなっていますが、「逆打計算」及
び「復元杭設置」については、前述の表で求めたκ係数を乗じて必要人工（にんく）を算定します。
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各歩掛にκ係数を乗じて

必要人工を求めます


